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県立磐城農業高等学校と株式会社相馬屋、株式会社マルトの主催で、福島県オリジナル水稲品種「福笑い」

の田植えが行われました。 

田植え日和の晴天の中、１年生約 150 名が、先輩や生徒の指導を受けながら 16ａの水田で手植え作業を行

いました。初めて田植えを行う生徒がいたり、黙々と作業する生徒がいたり、盛大に転んで泥だらけになる生

徒がいたりと、田んぼの中で元気いっぱいの笑い声が響き渡る、素敵なひとときとなりました。 

磐城農業高校での「福笑い」の作付けは今年で２年目

となりました。昨年同様「いわき福笑い研究会」に所属

し、授業の一環として「福笑い」の生産管理、収穫など

を行っていきます。 

 磐城農業高校では今年「福笑い」を約 35a 作付けし

ており、収穫した米は、株式会社マルトの各店舗で販売

される予定です。 

磐農生 150人が「福笑い」の田植えを行いました！ 5月 19日(木) 
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01 磐農生 150 人が「福笑い」の田植えを行いました！ 

03 各種取り組みの実績（４～５月分） 

05 お知らせ 

   05 いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果 

   05 いわき地方の出荷制限等品目 

   05 山菜等の出荷制限について 

   06 食育実践サポーターを派遣します！ 

   06 認証 GAP を取得しませんか？ 

   07 第 1 回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

   07 「ちゅ～ちゅ～又兵衛『瞬酔』」好評発売中！ 

   08 高校生発！いわきテイクアウトメニューレシピ紹介 

   09 いわき自慢の６次化商品をご紹介 

写真について

詳しくは 

ｐ10 を 

チェック！ 

▲ 生徒が準備した苗 

▲ 作業風景 ▲ 先輩から苗を受け取る緊張の瞬間！ 
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株式会社マルトの担当者は、「収穫が非常に楽しみで

す。磐城農業高校の生徒が作ったおいしい『福､笑い』を

店頭で販売し、お客さまに喜んでもらいたいですね。」

とおっしゃっていました。 

磐城農業高校産「福､笑い」が、生徒をはじめ、手に

取ったお客さまに喜んで食べてもらえるよう、農業振興

普及部では、高品質確保を目指して技術支援を行ってま

いります！！ 

「福笑い」は 14 年もの月日をかけて開発された福島県の水稲オリジナル品種米です。 

香りが高く、ふんわり炊きあがる「福､笑い」は、コシヒカリ以上に粘りがあり、もっちりとした食感と甘み

が特徴です。 

本格デビューとなった令和３年は、県内及び首都圏の百貨店・高級スーパー・米穀店等で販売され、食味評

価では９割以上の消費者から「かなり良い」「良い」との評価を得ました。「米だけで十分美味しい」「ちょ

っと贅沢したいときに食べたい」などの声をいただいています。 

そんな「福､笑い」は販売された袋のラベルや裏面の表示などをよく見てみると「､」が付いている場合と「､」

が付いていない場合がありますが、なぜ表記が異なるのかご存じでしょうか。 

実は、「福笑い」は品種名（農林水産省での品種登録、試験場の論文等に活用）を表しており、「福､笑い」

は商品名（商品ラベル、県での PR 活動等に活用）を表しているんです。何でもかんでも「､」を付けていいか

と思ったら違うんですね。 

 

さらに、販売されている「福､笑い」の「､」は、厳しい基準をクリアした

ことで得られた称号のようなものなんです。 

その基準は以下のとおり。 

 基準１：GAP 認証を取得した生産者であること。 

 基準２：GAP 認証を取得した生産者（３戸以上）で研究会を構成する 

こと。 

 基準３：小さな粒はだめ（調整ふるい目 1.9mm 以上）。 

 基準４：筋肉質はだめ（玄米タンパク質 6.4％以下）。 

 基準 5：その他たくさんの決まりごと（種子、出荷方法、etc.）。 

１つでも基準がクリアできなければ、「福笑い」は「福､笑い」として販売することができません。「福､笑

い」が９割以上の消費者の舌を唸らせたのも納得ですね！！             （農業振興普及部） 

  

「福､笑い」について 

▲ 宙を舞う苗 

▲ 生産者の想いが伝わる、あたたかみのある

パッケージデザイン 
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小川町の水稲生産者平塚
ひらつか

宏
ひろむ

氏の家族経営協定締結式が、いわき市・いわき市農業委員会・いわき農林事務

所立会のもと行われました。 

家族経営協定とは、家族一人ひとりがお互いを共同経営者として尊重し、よりよい農業経営や働き方を実現

するためのルール作りです。現在、いわき市では 30 件の家族経営協定が結ばれています（令和４年４月末時

点）。 

宏さん（経営主）、美津子
み つ こ

さん（経営主の配偶者）、伸哉
し ん や

さ

ん（後継者）は、話し合いを通じて、農業や家事の役割分担、

労働時間、後継者への経営移譲等を取り決め、協定書に調印

しました。 

宏さんは「協定書で取り決めたルールに従って家族経営に

取り組み、儲かる農業を実現したい」と意気込んでいました。 

農業振興普及部では、後継者への経営移譲等を検討してい

る生産者に対して引き続き推進活動を行い、家族経営協定締

結に向けた支援を行ってまいります。  （農業振興普及部） 

 

いわき市営芝山牧野が４月 22 日、荻牧野が４月 28 日にそれぞれ開牧し、いわき市内外から集まった繁殖

牛が放牧されました。 

分娩予定日が近づくと牛舎に戻る牛、新たに入牧する牛がおり、牧草の状態を見ながら牧区を移動します。

冬期間、飼い主の牛舎で飼育されている牛は、春になると牧野に放牧され、秋までここで過ごします（芝山牧

野は 11 月 30 日、荻牧野は 11 月 25 日まで）。 

放牧により十分な運動ができ、牛の足腰が丈夫になります。

また、飼料の生産・給与や糞尿処理の省力化、飼料費や労力費

の低コスト化も期待できます。 

農業振興普及部では、市営放牧場の牧草の栽培管理等を通

して、畜産経営を支援してまいります。 （農業振興普及部） 

 

 

 

 

 

 

家族経営協定締結式               ４月 26日（火） 

▲ 家族経営協定を締結した平塚家の皆様 

いわき市営芝山牧野、荻牧野が開牧   ４月 22日（金）、４月 28日（木） 

▲ 芝山牧野の開牧 
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いわき市産鉢花の認知度・需要向上のため、いわき花き鉢物研究会による鉢花の展示がいわき市役所玄関に

て始まりました。いわき花き鉢物研究会とは、いわき市内の鉢花生産者が、生産技術の向上や振興等を図るた

め活動している組織です。 

今回展示する鉢花は、今が見頃のカーネーションをはじめ、ダリア、カラー、シマツルボの４種類で、合計

12鉢が、市役所玄関を色鮮やかに飾っています。市民の皆様をはじめ、多くの方にいわき市産の花を知っても

らう良い機会になりそうです。 

展示期間は5月10日（火）～6月10日（金）の予定です。 

当所では、引き続き、いわき花き鉢物研究会の活動を支援してまいります。    （農業振興普及部） 

 

いわき地区で、ウニ・アワビ漁が解禁し、５月２日にウニ、５月 11

日にアワビの今漁期初となる水揚げがありました。 

ウニは、下神白地区の採鮑組合が約 48kg 水揚げをし、同地区にあ

るいわき市漁協の加工施設において、ウニの貝焼きの加工作業が行わ

れ、90 個の貝焼きが仕上がりました。いわき地区で水揚げされたウ

ニは、ホッキ貝の殻の上に生殖巣（可食部）を盛り付けて蒸し焼きに

した「貝焼き」として販売されます。 

一方、アワビは、８地区の採鮑組合が計 75kg 水揚げをしました。

漁業者曰く、「海況が悪いため、前年よりも大きなアワビを採ること

ができなかった」とのことでしたが、漁業者の『たくましい手』から

はみ出る程の大きさのアワビが多く見られ、改めて「常磐もの」のア

ワビの迫力に驚愕しました。 

今後、ウニ漁は８月、アワビ漁は９月まで続く予定です。 

（水産事務所） 

いわき市役所で鉢花の展示が始まりました       ５月 10日（火） 

ウニ・アワビ漁解禁 

▼ 市役所玄関を飾る鉢花 

▲ 水揚げされたアワビ 

▲ 貝焼きの販売の様子 
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□ 農林畜産物の検査結果 

令和４年４月の農林畜産物モニタリング検査では、10 品目 13 検体を検査し、全ての検体について放射 
性セシウムが基準値（100Bq/kg）を超えたものはありませんでした。内訳は（表１）のとおりです。 

（企画部） 

□ 海産魚介類の検査結果 
令和４年４月の水産物モニタリング検査では、115 検体の海産魚介類を検査し、全ての検体について放射性

セシウムは検出されませんでした。                         （水産事務所） 

 

令和４年４月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷制限等の対象となっている品目は（表２）の
とおりです。 
 出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することもでき
ません。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんのでご注意 
ください。                                        （企画部） 
 

 

山菜が発生する時期を迎えましたが、いわき市においては、山菜の一部が出荷制限等の対象となっています

ので、採取者や直売所担当者の皆さまにおかれましては、次の点に留意するようお願いします。 

１ 出荷制限について 

現在、いわき市産の山菜のうち、出荷が制限等されている品目は上記（表２）のとおりです。これらの 

品目は地域全体としての安全性が確認されていないことから、出荷制限等は今シーズンも継続しています。

そのため、 

●団体や個人においての自主検査により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷や販売等はできません。 

●無償の譲渡や、インターネット（フリマアプリ等）による個人売買も出荷に該当するため、できません。 

●出荷・販売だけでなく、飲食店や宿泊施設等での提供や加工用原材料としても使用できません。 

 なお、出荷制限等品目は市町村ごとに定められていますので、他の市町村の状況は県HP｢ふくしま復興ステ

ーション」（https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/mon-kekka.html）で確認してください。 

 

２ 出荷制限等品目以外の山菜について 

県において緊急時環境放射線モニタリング検査を実施しており、今シーズンのモニタリング 

検査結果を確認のうえ出荷・販売するようお願いします。モニタリング検査の結果は、新聞や 

県ホームページ「ふくしま復興ステーション」で公表されます。        （森林林業部） 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび（野生のものに限る）※1 

こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ※2 

海産魚介類 クロソイ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

（表１）品目と検体数 

 原木しいたけ（露地）１、トマト（施設）１、ミニトマト（施設）１、タラノメ１、わらび（栽培）３、おおばぎ

ぼうし（うるい）（野生）１、ふき（野生）１、アスパラガス（施設）１、牛肉２、原乳１ 

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和４年４月末現在） 

お知らせ 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和４年４月分） 

いわき地方の出荷制限等品目 

山菜等の出荷制限について  

※1 わらび（栽培）で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。（市内該当生産者 15 名のみ） 

※2 野生きのこは、摂取も制限されています。 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/mon-kekka.html
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県では、食生活改善、地域の食文化や郷土食の伝承等の活動を先進

的に実践する方々を「ふくしま食育実践サポーター」として登録し、

学校、幼稚園、保健所、公民館、企業等が実践する子ども等を対象と

した食育活動を支援するため、要請に応じて派遣しています。食育実

践サポーターには、農林漁業者、酪農家、栄養士、野菜ソムリエなど、

さまざまな分野の方が登録されています。 

 

いわき管内の食育実践サポーターの派遣を希望される団体等は、

下記ホームページより活動申込書をダウンロードし、当所企画部

までお申し込みください。 

※派遣にかかる経費（報償費・旅費）は県が負担します。 

※本制度は、子どもを対象とした食育活動、もしくは子どもの食 

育に関する講話等の活動が対象です。      （企画部） 

GAPとは、食品安全・環境保全・労働安全を３本柱に、

定められた基準に沿った農場毎のルールを決め、実行・

記録・検証する取組のことです。 

認証GAPを取得することにより、生産している農林産

物が安全であることを消費者、流通関係者に保証するこ

とができるほか、作業の効率化、農作業の安全性の向上

を図ることができます。 

県では、認証GAP取得者を紹介するホームページ「ふ

くしま。GAPチャレンジ（https://gap-fukushima.jp/）」

の開設や、県内の各スーパーマーケット等でのGAPフェ

アの開催などを通じて、認証GAP取得農産物の販路拡大も支援しております。 

さらに、費用面の支援として、土壌や水質等の検査費や認証審査費用等を補助す

る「第三者認証GAP等取得等促進事業」があります。 

GAPについて興味のある方は、経営支援課（☎0246-24-6162）（きのこ類は森

林林業部林業課☎0246-24-6193、補助事業は農業振興課☎0246-24-6160）まで、

お気軽に問い合わせください。               （農業振興普及部） 

 

「ふくしま食育実践サポーター」を派遣します！ 

■お問い合わせ 

 いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 TEL：0246-24-6197 FAX：0246-24-6196 

■申込書ダウンロード（福島県 農産物流通課 ホームページ） 

 https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/supporterseido.html 

▲▶ 令和３年度の活動の様子 

▲ 「ふくしま。GAP チャレンジ」のホームページ 

▲ こちらからご覧ください！ 

認証 GAP（ギャップ）を取得しませんか？ 
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■日 時：６月 18 日（土）10:00～14:00 

     （配布物がなくなり次第終了） 

■場 所：マルト SC 平尼子店 イートインコーナー 

     （いわき市平字尼子町 3-1-1）（p.10 地図参照） 

■主 催：福島県いわき農林事務所 

いわき市産農林産物の魅力や認証 GAP の取組を消費者の皆さまに

紹介するキャンペーンを開催します。 

キャンペーン当日、店内青果売り場から GAP 認証農産物を２点 

以上お買い上げのうえ、アンケートにご回答いただいた方先着 150 名

様に、いわき市産ミニトマト（GAP 認証農産物）と６次化商品をプレ

ゼントします。ぜひ、ご来場ください。 

※新型コロナウイルスの感染状況により中止となる場合があります。 

  （企画部） 

株式会社磐城高箸と四家酒造店は、いわき市産のヒノキを使ったストローと升「ちゅ～ちゅ～又兵衛『瞬酔』

（しゅんすい）」を共同開発しました。磐城高箸は地域で産出される間伐材で高級割り箸や鉛筆を生産してい

るほか、受注者の希望に沿ったオーダーメイドの木製品を製造しています。 

木製ストローは、磐城高箸が手がける鉛筆の製造工程からヒントを

得て約３年かけて商品化しました。良質のヒノキで作られたストロー

と升で日本酒を楽しむことで、より豊かなヒノキの香りと酒のうま味

を堪能できます。日本酒の新たな楽しみ方が広がりそうですね。自分

で楽しむのはもちろんのこと、プレゼントにもぴったりな商品です。 

いわき観光まちづくりビューローが運営するネットショップ「いわ

きの逸品」などでお買い求めいただけます。ぜひ手にとってみてくだ

さい！                      （企画部） 

 

  

「ちゅ～ちゅ～又兵衛『瞬酔』（しゅんすい）」  好評発売中！     

▲ 木製ストロー制作の様子 

▲ ストローと升、又兵衛純米酒いわき郷(300ml)のセット 1,650 円

(税込) 

株式会社磐城高箸 

福島県いわき市田人町南大平字坪内 95-1 

TEL：0246-65-0848 

FAX：050-6861-0164 

オンラインショップ： 

https://iwakinoippin.com/SHOP/35_08_03.html 

地 図 は

ｐ10！ 

第１回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを開催します！  
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 昨年度、地元の高校生と飲食店・スーパーがコラボして実施した「第２回高校生発！いわきテイクアウトメ

ニュー開発事業」。当事務所のホームページにレシピ集を公開中です！  

 今月はレシピ集から「DELICA CAFÉ Kibaco」のおすすめレシピ「ライスインハンバーグ」をご紹介！ 

 

 

 

 

 

 

 

高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発 

優秀レシピ紹介 

 

ご飯を肉だねで包むので、ボリュ

ーミーで食べ応えがありました。 

 湯むきしたミニトマトを食べる

とさっぱりして、よりトマトを強く

感じられて美味しかったです。 

担当 S.E 

【レシピを参考に作ってみました！】 

レシピ集は 

こちらから！ 

（応募時） 
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これからお酒の飲み手となる 19～20 歳の皆さんに、日本酒に親しんでもら

うことを目的として、米作りから酒造りを体験してもらい、完成したお酒で 20

歳の年を祝おうという「いわきハタチ酒プロジェクト」。 

５年目の活動となる今期は、４名の大学生からプロジェクト参加の申込みが

あり、参加者・運営スタッフ計 20 名で福島県オリジナル水稲品種の酒造好適米

「夢の香」の田植えを行いました。 

昨年度から、常磐藤原地区の稲作生産者・滝正嗣さんに管理協力をいただき、

特別栽培の基準に沿って酒米の栽培を行っています。 

今後も秋の稲刈り、冬の酒造りと定番のイベントの他、スポット企画も交え

ながら、参加者にとって楽しい活動になるように運営していく予定です。 

３月から販売を開始した第４期のハタチ酒「おりがらみ」は、好評につき販売店によ

っては品薄の状況です。５月 22 日からは「生原酒」の販売を始めています。「おりがら

み」「生原酒」のどちらも、モノトーンカラーのハイビスカスのラベルが目印です。 

「夢の香」を用いて太平桜酒造（常磐下湯長谷町)で醸したハタチ酒は、甘さを抑え

た膨らみのある味わいで、食中酒として魚介類との相性が抜群です。市内酒販店の「あ

わのや酒店」（平大工町）、「酒のまるとみ」（小名浜大原）、「さわきや」（平中町）、「タ

イヘイ酒店」（常磐下湯長谷）で販売しています。ぜひ味わってみてください。（企画部） 

いわきハタチ酒プロジェクト ～二十歳の年の、米作りから酒造り体験～ 
第５期始動！田植えの様子            5月 22日（日） 

こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します 

▲ 手際良く苗を植える参加者 

▲ 写真は「おりがらみ」 

いわきらしいハイビスカス 

が目印！ 
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今月号に掲載した場所はこちら！ 
 

あとがき 

 今月号は田植え特集です！磐城農業高校取材時には、生

徒たちの楽しそうな笑顔やカエルの鳴き声、せせらぎの音

にとても癒やされました。また、P9 のハタチ酒取材時に

は、田植えをさせてもらいました！冷たい土の感触が気持

ちよく、夢中で田植えを行った結果、現在筋肉痛です…。 

 さて、６月 18 日はマルト SC 平尼子店で「おいしい ふ

くしま いただきます！」キャンペーンを開催予定！おい

しいプレゼントを用意してお待ちしておりますので、ぜひ

お越しください。            （担当 S.E） 

６ 

国道 

高速 

いわき市 
ＭＡＰ 

① 福島県立磐城農業高等学校（p.1） 

   植田町小田名 60 

② いわき市営芝山牧野（p.4） 

   三和町上三坂字水田地内 

③ いわき市営荻牧野（p.4） 

   川前町下桶売字荻地内 

④ いわき市漁業協同組合沼之内地方卸売市場（p.4） 

   平沼之内字浜街 186 

⑤ 株式会社 マルトＳＣ平尼子店（p.7） 

   平字尼子町 3-1-1 

⑥ 株式会社 磐城高箸（p.7） 

   田人町南大平字坪内 95-1 

⑦ 有限会社 オーシャン物産（p.9） 

   中之作須賀５ 

❷ 

 

【表紙写真について】日本なしの果実がふくらみ始めました。 

いわき地域は日照時間が長く、温暖な気候を活かして日本なしの栽培が盛んです。 

日本なしは、４月中旬頃から開花し、受粉に成功すると花の下の部分がふくらみ、実となります。 

今年は、開花期に低温が続いたため、花粉の発芽不良が心配されましたが、無事に受粉し、現在実は直径１cm くら

いの大きさとなっています。８月中旬頃から「幸水」を皮切りに、日本なしの収穫が始まります。今から美味しい果実

が待ち遠しいです。                                   （農業振興普及部） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

